
14第 71号 議案

1.第 72号 議案

r,第 103号議乗
1。 第 65号議案

総務常任委員会議案審査報告書

町田市災害派造手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例

地方 自治法の一音るを改正する法律の施行に伴 う関係条例の整理に関す

る条例 :

町菌市ふるさと農具館の指定管導者の指定について

令不日5年度 (2'023年度)田丁田市一般会計補正予算 (第 5号 )

本委員会は、9月 8日 付託ミれた上記議案審査の結果、「原案を可決すべきもの」と

決定しましたので報告いたします。

r.認定第 1 号 令和翠年度 (2022年度)町田市一般会計 。特崩会計歳入歳出

決算認定について

本委員会は、
＼
0月 8日 付託された上記議案審査の結果、下記の附帯決議を付し、

「認定すべぎものこと決定しましたので報告いたします。  ,

次の意見は、全員下致をもらて可決したものである。

1 -般会計

((歳出)          1     ~         ・     ・

総 括       Ⅲ

(1)適正な予算執行のために、流用・不用額の原因が発生した場合には早期に補正予算を
組むように努められたい。    r

総務費

(3)、 ペーパー
●レス化については、職員への全庁的な意識啓発を図られたい。

(4)指定管理常1度 tとおいては、施譲あ管理運営状況を確認して指定管理施設に対するモ■二T~~~上
タリングを行い、指定管理者との章ミュニケーションをとるよう努ゆられたい。

(5)最低賃金改定の際、会計年度任用職員制度あ適正な運用を行い、労働時間や給与の適
を 正`管理に努められたい。        ■

(6)総務省の「就職氷河期世代支援の『第ニステエジ』に向けた地方公共団体での中途採
,

記



帰の取組の一層の推進について」通知に基づき、引き続き就職氷河期世代の職員採用

を進められたい。

(7)男性の育体取得率のさらなる向上のため、職員の理解を深めるための制度の周宍目に、

引き続き努められたい。

(8)年720時間を超える時間外労働をする職員がいなくなり、年360時 F日弓を超える職員が減

少傾向にあることは評価できるものの、年360特間を超える職員が多く存在する。時間

外労働については、じ|き 続き月45時間、年360日寺聞までの原員Jを守るよう取り組まれた

い 。

(9)市役所の産性化に資するような人材を採用するべく、よリー層採用試験を弾力化され

たい。

(10)ハラスメン ト防止紺策のための研修内容を充実されたい。

(11)物品員捧入契約における、市内事業者の受注率が高まるよう、参加 しやすい環境づくり、

多角的な分析 。数値の把握に努められたい。また、委託業者、
―
指定管理者、小中学校

の備品購入などにおいても、市内事業者への優先発注がされるよう対策されたい。

(12)ま ちだシティプロモーション事業は、市外在住者へ向けたメディアプロモー トであり、

広告換算費以外の指標で市内経済波及効果を図ることを検討されたい。

(13)メ ディアプロモー トに関連する各種取 り組みが、多くの方の目に止まり、町田市のイ

メージ向上・市内経済の活性r監につながるよう取り組まれたい。また、SNSを はじ

めとするWEB媒 体は、若年層ヘアプローチされやすく、拡散力が大きいため、取り

組みを強化されたい。

(14)広報まちだ等酉己布業務について、市の刊行物で併配が可能なものについては、コス ト

削減の観′煮から、引き続き検討されたい。

(15)ま ちだ○ごと大作戦で実施 してきた市民自らがいきいきと活動 しながら暮らして活力

あふれる様子を市内外に発信する取り組みを促進すべく、まちだ○ごと大作戦で生ま

れたレガシーの管理を適切に行われたい。

(16)イ ベシスを示ほ用せず竃語で予約 した市民にも、イベシスで予約を入れたものと同じよ

うに、イベン ト開催前に事前連絡ができるように検討されたい。

(17)市民相談事業においては、身近で気軽に相談できる機会を設けるよう、市民センター

等において休 日などに実施できるよう努められたい。

(18)システムのクラウド化に伴いクラウドサービスの管理を徹底されたい。

(19)ふるさん納税にあっては、よリー層魅力を
'曽

して、納税額の流出を少 ヒンでも減らされ

たい。

(20)市内排出の温室効果ガス排出量を、2030年までに99万 8千 トンーC02にするため、市

庁舎を含む市所有施設での再エネ化や電力事業者の変更などあらゆるナ危
・
策を行い、

2o50年 に温室効果ガスの」F出ゼロを目標 とする「ゼロカーボンシティまちだ宣言」の

達成に向け努力されたい。

(21)市が貸借 している土地、建物の状況 (2o22年 度)の資料に土地面積や建物面積の

記載を検討されたい。

(22)公共施設再編事業において、計画変更が行われる燃は、全庁的に丁寧な説日月に努め、



進められたい。

(23)「 ながら防犯」活動を活発化させるため、周知をより徹底されたい。

(24)災害時の罹災証明書発行について、市民への周知を充実されたい。

(25)滞納整理事業において、納付困難者に対 しては、早期に関係都署 と連携、情報共有を

し、適切に生活相談支援を行 う連絡体制の構築に努められたい。

(26)webコ 座振替受付サー ビスの利用件数を鑑み、予算を策定されたい。

(27)市税や国民健康保[父税等の滞納整理にあたっては、生活再建のための相談業務を充実

されたい。

労イ動費

(28)勤労者福祉サー ビスセンター加入事業所数の減少が統いている中、他団体との役割の

差別化、新たなニーズの掘 り起こしなど、抜本的な対策を図られたい。

(29)技能功労賞については、働き方が多様化する中で、勤続年数の基準緩和等柔軟な対応

を図られたい。

農林費

(30)適正に耕作されていない農地に対し、肥培管理指導と農地バンクなどの制度を括用し、

より積極的な新規就農者の農地確保に努められたい。

(31)新規就農者を
'曽

やす取 り組みの二
環として、新たな農にふれあう機会の創出を行 うた

め、遊休農地を活用 した取り組みの検討をされたい。

(32)農地再生事業について、農道整備を含め、効率的で効果的な農地再生に努められたい。

(33)ふ るさと農具館にあつては、2018年度の利用状況に少 しでも戻すべく、努力を重ねら

れたい。

(34)七 目山ファーや―ズセンターにあっては、町田薬師池公園四季彩の社の他の施設との

連携を増や し、今まで以上に回遊性を意識 して取り組まれたい。また、利用者数の目

標設定がコロナ禍での数値が基準となっているため、コロナ禍前の2018年度の数値も

意識しながら利帰者増に取り組まれたい。

商工費

(35)ス タエ トアップ支援施策である町田創業プロジェク トを活用し、市が抱える社会問題

・地れ戎課題の解決に資する事業への支援を行われたいυ

(36)町田倉ピ業プロジェク トと胡業_の FI扇連性について、町田創業プロジェクトの評明書率行

数と市内で起業 した事業所の数を経年で分析されたい。

(37)ま ちだキッズアン トレプレナープログラムにおいて、人気プログラムは事業拡大をし、

若者の起業
~促

進のため、新産業創造センターなどとの連携を検討されたい。
｀

(38)町田市文化交流センタィの/也
~設

稼イ動率向上のため、予約システム申請の導入を検討さ

れたい。                      ド

(39)キ ャッシュレス決済プレミ、アムポイン ト事業にあつては、第 4弾も実施 していただき

たい、との市民の声を反映させられたい。



(40)タ ーミナルプラザ店舗貸付料滞納については、長年の懸案事項となっている。早期に

解決できるよう、努められたい。

(41)原 町四大通 りの滞留空間設計、整備については、周辺ビル関係者の理解と協力で進め

られたい。

(42)地域回遊イベン トにおいて、地域経済における経済波及効果をはかるため、来街者数、

関係人口消費額など効果をはかる指標を検討されたい。

(43)観光まちづくり課以外の管轄の市内にある様々な観光資源については、都 B課を超え

て適切に把握、管理されたい。

消防費

(44)消 防団員確保に向け、SNSの よリー層効果的な運用がなされるよう、消防団員と連

携 し、消防団員数の目標に達するよう取り経まれたい。

(45)市 と消防翻のスムーズな情報共有のため、詰所におけるパソコンの整備とWi―Fi環境の

整備を行い、情報のデータベース化に努められたい。

(46)公共施設再編事業において、防災機能ゐ分散という考えは、地域への丁寧な説明に努

められたい。           イ

(47)市民に対Jる避難場所 lオ)周 知に努め、よリー層の防災意識 1拘 上に努められたい。

(48)町田市地域防災計画修正においては、地区地域において、偏 りが起こらないよう努め

られたい。

(49)Jア ラー トの作動にあたっては、正常に作動されるように注意されたい。

(50)東京都住宅供給公社 との協定の周知に努め、活用化に努められたい。

(51)消 防回の各予算 。決算書及び根拠となる資料の添付の貼 り方を徹底されたい。

(52)各部による運営交付金決算内訳書に互ヨカ会費を計上している部と、していない部があ

ると運営・費に疑義を持たれないよう管理されたいき

(53)在宅避難の啓発に合わせ、各家庭に備蓄 トインの推進も図られたい。

次の意見は、賛成多数をもつて可決 したものである。

1 -般 会計

(歳出)

総務費

(ら4)各酪 I韻で行われている
「
デジアテレイヒf新規システムの導入については、予算をデジタ

ル戦母各室で取つてぃるためて予算に紺する実績の費用対効果をデジタル戦略室でまと

め、各部署にフィエ ドバンクされたい。

(55)社会情勢の変化今の素早い対策や施策の実施が行えるよう、税収の増減の変化につい

ては、より詳細の分析をされたい。

(56)市所有土地建物及び貸借している土地建物におぃては、一括管理するよう努められた
しヽ 。                           

｀



中期修繕計画の改定に際しては、老朽化状況の実態把握、施設評価に基づく具体的な

修繕などの整理により、予算の平準化だけでなく、費用負担が抑えられるよう中期修

繕計画を活用されたい。                          1
建築現場における週体2日 制実施や時間外労働削減の取り組みにあたつては、下請
け業者に配慮した対応をされたい。

企業版ふるさと納税のニーズ把握、事業内容のさらなる拡大、理事者によする積極的な
アプF―チに取り組むと共に、人材派遣型企業版ふるさと納税の制度研究をされたい。
企業版ふるさと納税について

'ま

t隣接。近隣自治体に本籍を置く企業は町田市との接
点も多いことから敢り組みを強化されたい。
公共施設再編においてはヽ地区地域にようて行政サービスの提供に1扁 りがないよう努

められたい。ヽ  |.     l                 J
防犯パ

|ト
ロォルの他に了カメラ付き自販機も検討されたい。         i

未収金は、約4億 3千万円存在する。不納欠損額とならがいよう未収金白収を進めら

れたい。

__202&笙 ⊇月 19:麟 !

総務常任委員長

おんじょう 白

町田市議会議長

戸 塚 正 人 様
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(62)

(63)
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健康福祉常任委員会議案審査報告書

町田市プールの衛生管理等に関する条例の一部を改正する条例

町田市保健所関係手数料条例のす音|を改正する条例

町田市旅館業法施行条例の一部を改正する条例 
｀

町田市わさびだ療育園の指定管理者の指定にういて

町田市大賀燕絲館の指定管理者の指定について

ふれあい桜館の指定管理者の指定について

小山田高齢者在宅サービスセンター外 1箇所の指定管理者の指定に

ついて    ｀

デイサービス森野の指定管理者の指定について

玉川学区l高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定について

本町四高齢者在宅サービスセンタ■の指定管理者の指定について

デイサービス忠生の指定管理者の指定について       1
デイサービス三輸の指定管理者の指定について

デイサービス榛名坂の指定管理者の指定について

デイサービス高ヶ坂の指定管理者の指定について

デイサービスあいはらの指定管理者の指定について

わくわくプラザ町日の指定管理者の指定について

休 日・準夜急患二どもクリニックの指定管理者の指定について

休 日応急歯科・障がい者歯科診療所の指定管理者の指定について

令和 5年度 (2023年 度)町田市一般会計補正予算 (第 5号 )

令和 5年度 (2028年 度)町田市国民健康保険事業会計補正予算

(第 1号)

令和 5年度 (2023年 度)町田市介護保険事業会計補正予算 (第

1号 )

令和 5年度 (2023年 度)町田市後期高齢者医療事業会計補正予

算 (第 1号)

第 90号 議案

第 91号 議案

第 92号 議案

第 93号 議案

第 94号 議案

第 95号 議案

第 96号 議案

第 97号 議案

第 98号 議案

第 99号 議案

第 10Q号議案

第 65号 議案

第 66号 議案

第 67号 議案

1,第 68号 議案 、

本委員会は、 9月 8日 付託された上記議案審査の結果(「原案を可決すべきもの」と

決定しましたので報告いたします。

1.認定第 1 号 令和 4年度 (2022年 度)町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算

認定について



本委員会は、9月 8卿 付託された上記議案審査の結果、下講の附帯決議を付し
,、

「認定すべきもの」と決定しましたので報告いたします。

次の意見は、全員一致をもつて可決したものである。

1 -般 会計

(歳出)

民生費

(1)受験生チヤレンジ支援貸付事業の支援対象あ範囲が拡大されたため、周矢目をより積極
的に行われたい。

(2)民生 う児童委員の欠員による空白地区をなくすために、委嘱年齢の引き上げなど、束

京都と協議をしながら、地区のかけもちなど過剰負担が生じないようにされたいと
(3)共同配草センター事業の車両稼働率と利用人数をふやすために、利用登録ができる1

人では移動が困難な方たちへ制度周知と福社車両の運転手確保に向けて早めから対応
していかれたい。

(4).障がい者の移動支援サエビスについては、とか月当たりの利用時間を20時間から拡大
されたい。       ′

(5)障がい者の移動支援サービスについては、月の支給量の未消化分については翌月に持
ち越せるよう検討をされたい3'      '

(6)障がい者の移動支援サービスについては、その対象者を拡大し、サービスを維持する

ためにも事業者を増やす取り組みを図られたい。              |
(7)町田市市民後見人については、居住地などの変更があっても、その活動が行えるよう

に継続性を優先するように一層努められたい。

(3)成年後見制度の普及促進への財源確保とともに、身元耳1受人に係る相談体制の充実に

努められたい。  |
(9)福祉施設の質の向上のために無通告あ立ち入り調査実施を検討されたい。
(10)実地指導の際はヽ関連する課の職員が立ち会う件数を増やし、より専門的な視点で助

言が行えるよう努められたい。              '
(■)ダ リア園、リス園、大賀燕絲館、美術工芸館などの福祉・介護職員の賃金のベース

ーデツプが記載されているが〒利用者の正賞「t捗るいは賃金)に関しては記載がない市
~T~~~

早期に利用者の収入増を目指すために、利用者の工賃 (あ るいは賃金)の現状がわか
るように図られたいざ

(12)介護職員離職率が減少はしているというものの、現状では他の分野に比べ著しく高い

離職率を解消する施策を図られたい。

(13)今後見守りが必要な方が増加するにあたり、見守りの在り方について、庁内他部門と
の連携やテクノロジーの活用等検討されたい。

記



(14)シルバーピア協力業務については、入居者の高齢化に伴 う見守りや安否確認業務に加

え、居住者同士の交流の場が創設できるよう、さらなるサービス向上を事業者に求め

られたい。

(15)就労準備支援事業については、積極的に拠′魚整備や周知に努めるとともに、子ども・

若者育成支援推進法の視 J黒からも子ども生活部をはじめ庁内イ也部署との情報共有や連

携強化に努められたい。

(16)入学準備金だけでは指定品の購入金額に足 りないケースが散見されるので、学校教育

部と連携し生活保護受給世帯における金銭的負担軽減に努められたい。

衛生費

(17)感染症射策に関して、地域外来・検査センターの運営に関して、職員の異動配置や、

医師会 との協力体制の経験を今後の不測の事態にも活用できるよう保健所内に対策情

報の蓄積に図られたい。

(18)乳がん検診の実施できる医療機関を隣接自治体も含め、さらに増やされたい。

(19)各がん検診の受診率を引き上げ、要精密検査からがんの早期発見・早期治療につなが

るよう、受診勧奨の周知に努力されたい。            1
(20)生活保冒慶等受給者向け成人健診受診率に関して、成人病の早期発見につながる成人健

診の重要性の観‐点から、受診率が低下しないように図られたい
…

(21)産後ケアについては、第 2子以降であっても利用 しやすいよう子どもの預け先につい

ての対応を進められたいざまた、市民病院の保育室との連携等、同施設での預かりを

検討 されたい。

(22)産後ケア事業においては、妊娠から子育てまでの切れ目のない支援体制の構築からも

重要な事業であることを踏まえ、利用しやすい環境整備に努められたい。

(23)乳幼児健診、歯科健診の集団健診について、南地区での実施が早急に実現できるよう

努められたい。

(24)両親学級において妊婦 とパー トナーの出席率が同率となるよう努められたい。

(25)若者の支援ニーバが定まらないゲエスにおける支援体制構築のために、子ども。若者
育成支援推進法の視J点からも子ども生活部をはじめ庁内他部署との情報共有や連携強
化に努められたい。

(26)飲食店、弁当・仕出し業、移動販売 (キ ンチンカー)がスムーズに営業できるように

最新の情報を提供しヽ それぞれの飲食販売業者の指導に寄与されたい。
(27)一般の行事や祭りなどの食事提供に関して、保健所がその規制の分かりやすい指導を~徹

底 してそれらの行事が 夏リスムエズに開催 されるように指導を図られたい。
｀

(28)動物愛護に係る方々の動物愛護活動における課題解決を進めるため、連絡協議会をは

じめとした意見交換や連携協力の場の充実に努められたい。

2 特別会計

国民健康保険事業会計



(29)糖尿病重症化予防について、受診 しやすい環境整備やプ童グラムヘの参力日人数を増や

すなど効果的な予防を行 うため、積極的な参加勧奨 と意義の周知を図り、オンライン

面談をはじめ ITや ICTの利活用等も積極的に検討されたい。

介護保「父事業会計

(30)田丁トレの参加者を増やすため、さらなる周知の方法を検討されたいと

(31)認知症とともに生きるまちづくり実現のため、認知症サポーター養成講座受講者増カロ

に向け、さらなる周夫口を図られたい。

(32)要介護認定申請者の増力Eが見込まれることから、認定 (要支援・要介護)調査事務の

効率化と認定審査会の開催回数をさらに増やすなど、スピード感を持って申請者が必

要なサービスにつながるよう努力されたい。

(33)エネルギー価格高騰から介護施設においても電気代の負担が著しく増加している。介

護施設における、省エネ対策や脱炭素化が進む取り組みを検討されたい。

後期高齢者医療事業会計        ,
(34)後期高齢者医療保健事業に関して、多様な健康増進施策を拡充し、医療費増大の抑制

を図られたい。

(35)後 期高齢者医療事業で、糖尿病患者とその重症者に多大な医療費がかかうており、そ

の発生抑制の健康維持のための重 ,煮施策の導入を図られたい。

(36)後期高齢者の健康の維持と病症の悪化を防ぐため、後期高齢者健康診査の受診率を向

上 させる取り組みを図られたいっ

次の意見は、賛成多数をもつて可決 したものである。

1 -般会計

(歳入)

(37)国民年金保険料の納付率に関ヒ′て、町田市は比較的に上位にあるが、都内 トップクラ
・

スの水準を目指し、よりきめ細かい施策を図られたい。

(歳 出)  ｀

民生費    
｀   .

―

                        ,フ
関して、国保利用者を下回ることが無いように図られたい。

2 特別会計

国民健康保険事業会計



(39)国民健康保険への一般会計からの補填を減少する施策を逢めているが、その現状と将

来の展望を国保加入者により分かりやすく説明するよう図られたい。

(40)国民健康保険の不納欠損率は順次減少してぃるが、さらに滞納繰越収入額や不納欠損

額の減少を図られたい。                           |

介護保 [父事業会計

(41)介護保険料の収納に関して、年金受給者は年金天引きで納付されるが、それ以外の介

護録 I食対象者の収納率の向上と不納欠損の減少に務められたい。

後鶏高齢者医療事業会計

(42)後 期高齢者医療保険料の収納に関して、年金受給者は年金より天引きされているが、

それ以外の加入者による収納率の減少傾向を改善されたい。

1.認定第 3 号 令和 4年度 (2022年 度)町田市病院事業会計決算認定について

本委員会は、 9月 8日 付託された上記議案審査の結果、下記の附帯決議を付 Lン、
「認定すべきもの」と決定しましたので報告いたします。

記

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

コロナ以降、医業収益がマイナスになっているが、その早期回復を図られたい。

医業費用の不用額の減少を図るために患者の利用者数をより正確に把握されたい。

医業収益の回復へ対応とともに新たな感染症への姑応を踏まえ体制整備に努められた

ヤヽ。

院内探育については、定員に姑し利用者が少ない状況が続いていることから、病院利

用者の子どもの受け入れを実施されたい。

医業未収金の発生をより減少されるように図られたい。

実質的に資産価値が無い電話カロ入権の計上に関して、会計基準の改善を区られたいb

多摩地域の中でより上位の医業収益性の向上を目指し、診療内容の高度化に務められ

たい。 '

(8)脳神経内科など医師の退職で入院 (手術)のできない診療科をつくらないよう、医師
・看護師の確探に努力されたい。                    ,

(9)新規導入した手術支援ロポットの習熱を拡充し、市民病院入の期待感をよリー層高め

るよう図られたい。

2023年 9月 19日



健康福祉常任委員長

石 川 好 忠

町田市議会議長

戸 塚 正 人 様
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１

本萎員会は、9月 8日 付託された上記議案審査の結果、「原案を可決すべきもの」と

決定しましたので報告いたします。

1,認定第 1 号 令ボ厨4年度 (2022年 度)町出市一般会計・特別会計歳人歳出決算

認定について

本委員会は、9月 8日 付託された上記議案審査の結果、下記の附帯決議を付し、

「認定すべきもの」と決定しましたので報告いたします。

次の意見は、全員一致をもちて可決 したものである。

1 -般 会計

(歳 出)                  ｀

総務費

(1)町内会・自治会のブJll入率減少の要因については、さらに踏み込んで単体自治会に寄 り

添いなが らヒアジングするなどし、町内会 。自治会連合会と連携 し、加入イ足進に努め

丞油ッナーい ⌒           `           テ

記

(2)デジタル町内会いちのいちについては、課題等をより分析 し、力日入促進に下層努めら

れたい。        ,     '
(3)町田市地域活動サポー トオフィスなどの施策においては社会教育士など有資格者の育

成・活用に努められたい。

(4)女性悩みごと相談のさらなる月知と、DVを含め、あらゆる性暴力を無くすための啓

発事業の充実を区られたい。



(5)性の多様性への理解促進事業の拡充と、性自認及び性的指向に関する相談窓日の周知

.を強化されたい。

(6)男性悩みごと本目談窓隠設置について検討されたい。

(7)市民都所管施設について、市民向け無料Wi一Fiを全ての施設で利用できるようにし、現

状の利用範囲を拡げられたい。また、プロジェクタエ又はモニターを全ての施設に設

置されたい。そして、機器の更新にも努められたいも

(8)玉川学園コミュニティセンタィにおける Wi Fi環境は、多目的ホールとホフイエはつ

ながらない状況であるため、環境整備に努められたい。

(9)市民の書く手間を省く「窓口申請支援システムJの全庁的な活用について、推進され

たい。

民生費

(10)一 時保育の予約の取りやすさについては、地域ごとに異なったり、月によって異なっ

たりしている現状があるため、あらゆる選択肢を排除せず、必要な人に必要な特に保

育が提供できるよう対応されたい。

(■)保育コンシェルジュの園訪間の担当者については、引き続き、子どもの安全管理士の

受講などё事故予防に関Jる 知識を高められたし、

(12)サ ポー ト甲イヤ●については、市の担当者経由での紹介に限ることなく、直接専門家

に連絡 して相談できるようなシステムの導入にういても検討されたい。

(13)4月 時点での待機児童はもちろん(年度途中に保育要件を満たしながらも入園できな

い子どもたちが多いことから、保育の提供が必要にもかかわらず提供できていない家

庭に対 してのサポ■ 卜を徹声氏するとともに、希望者には都の補助金を活用したベビ=
シンタ~による保育の提供をされたい。

(14)病児・病後児保育は、定員の拡充とさらなる利便性の向上を図られたい。

(15)フ ァミジーサポー トセンター事業については、オンラインでの利用登録の導入を進め

られたい。

(16)^保育士確r果事業において、専F鳳学校や短大などへの説日月会をアウトリーチで行 うこと

を検討されたい。

(17)お うちでごはん事業については、希望者全員に配食可能な体制づくりを引き続き検討

されたい。

(18).シ ョートネテイ、 トワイライトステイについては、禾l用ができないケースモ1発生して

いることから、施設での預かりだけでなく、居宅訪間によるサポートについても検討
れたい。

(19)ひとり親支援、とくに若年女性の妊娠、出産からの支援については、引き続き関係部

署との連携強化に努められたい。

(20)放課後子ども教室まちとも推進事業については、より教育委員会と連携し、まちとも

運営協議会の運営のしやすさをより整え、拡充を図られたい。 t



(21)ま ちとも運営協議会について、研修 (子育て支援員や救命講習等)を適切に行い、サポ

ー ト方向上を図られたい。また、謝礼額については学校内で活動する他のポランテイ

ア事業 と整合性を図 られたい。そして、中心となって活動するスタンフの勤続年数や

有資格・研修受講など把握 し、適切な管理に努められたいき

(22)冒険遊び場は、子 どもの居場所 とい うだけでなく、「屋外型子育て支援」の場 として、

関係部署との連携を検討されたい。

(23)重度障がい児・医療的ケア児への居宅訪問型児童発達支援事業については、より拡充

を図られたい。

(24)子 ども発達センターにういては、小学校入学以降も利用できることを積極的に利用者

に伝、え、支援が途切れることが憲いよう努められたい。

教育費

(25)建築基準法の適用外の建築物については、学校職員だけでなくプロの点検を実施され

たい。

(26)中学校給食無料試食会事業のアンケー トでは、保護者の20.4%が給食を注文したいと

回答 している。喫食率の目標値については、この数値も参考にし、20%以上として取

り組まれたいと

(27)給食章番の白衣を個人持ちにしている理由として、衣類の柔軟剤によるアレルギー等

の予防のため、という学校がいくつかある。柔車欠剤等の香害に関する企校実態調査を

検討されたいと

(28)学校給食の地産地消の目標に近づける取 り組みにさらに努められたい。

(29)就学援助利用者も含め中学校給食の利用率向上促進の工夫にさらに努められたい。

(30)ICT機器の破損、耐用年数に基づく更改などはて教育委員会めみではなく、市全体

で対応されたい9

(31)一人一台タブレント端末環境を維持するため、端末の修理予算を確保されたい。

(32)タ ブレットの活用については、学校評価の保護者アンケー トには操作性についてや故

障について、また、その他多くの意見が寄せられていることから、保護者意見の把握

に努め、 ICT機器やアプリの更改の際、判断の参考にされたい。

(33)タ ブレット端末の持ち帰 りにういては、学校間での差が大きい。国からも置き繊につ

いて通知が出ていることから現状を把握 し、家庭でのタブレット端末の活用を推進さ

れたい。

(34)小 中学校におけるタブレント端末の取り扱いについて、リテラン‐向_iに、より努め

られたい。

(35)学校のイ動き方改革を踏まえた部活動改革については、より外吉る指導員の拡充を図るな

ど、より進められたい。

(36)学校図書指導員について、研修 (子育て支援員・司書業務に関わる事項等)を適切に行

い、指導力向上を図られたい。また、謝礼額については学校内で活動する他のボラン

ティア事業と整合性を図られたい。そして、各校で複数の指導員を確保できるよう人

員確保イこ努められたい。



(37)ボ ランティアコーディネーターについて、研修 (子育て支援員や救命講習等)を適切に

行い、サポマ ト方向上を図られたい。また、謝ネL額については学校内で活動する他の

ボランティア事業と整合性を図られたい。そして、各校で複数の指導員を確保できる

、 よ う人員確保に努められたい。

(38)「 hyper― Qu」 の継続的な活用においては、幅広い学年での活用を検討されたい。

(39)不登校姑策として、オンライン授業の充実を図られたい。

(40)校則や学校の決まりにういての見直しを進めていることから、人権教育にも、より力

を入れて取り組まれたい。

(41)学校における「生活のきまり」、校則の見直しの取り組みにおいては、学校に、児童生

徒、イ呆護者の関わりを促すような工夫に努められたい。

(42)小 中学校において、災害時にもVi一 Fと が利用できるように、環境整備をされたい。

(43)小 中学校における「性教育を目的とした授業」の実施校が拡充されるよう努められた

い 。

(44)小 中学校における「性教育を目的とした授業Jの実施の際には、外部講師を積極的に

活用するよう検討されたい。

(45)ス クールカウンセラー、教育センターのスクールノーシャルワーカー増員を早期に実

現されたい。

(46)小学校入学後の不登校の予防という観点で、幼保小の連携、小学校入学時のギャップ

の解消に積極的に取り組まれたい。

(47)タト国につながる児童生徒は増カロしている。 日本語指導を必要としている子どもたちヘ

十分な支援が行き屈くよう体制強化に努められたい。

(48)小学校の特別支援教育支援員への研修の拡充、教員との連携強化に取り組まれたい。

(49)サ ポエ トル‐ムの指導期間変更による子どもたち、保護者の不安に寄り添い、退級後

の支援体制の強化に努められたい。

(50)サ ポー トルィムの通級については、指導期間の原則にかかわらず、個々の児童生徒が

必要な期間指導が受けられる対応をとるよう努められたい。

(51)「新たな学校づくり推進計画」において、保護者、市民に紺して、説厨月会などを行い(

さらなる丁寧な対応に努められたい。

(52)考古資料室事業においては、考古資料の保管、整理、研究、小中学校向け出張歴史授

業、アウトリーチ事業など、任務、活用が広がっている。手狭で保管に適さない環境

の改善整備や学芸員のさらなる配置の拡充を図られたい。

(53)デジタル ミュージアムについて、小中学校の授業での活用をされたい。

(54)二十祭まちだにおいては新成人とのかかわりの深いPTA団 体の活動を有用されたい。

(55)博物館事業について、学芸員などの研修を適切に行い、専門職の育成を図られたい。

(56)市民ホール事業については、一般財団法人町田市文化 。国際交流財団と協議をして「子

どもにやさしいまちどにふさわしい事業を増やすとともに、伝統文化公演などには中

高生が観劇 しやすい料金設定など工夫されたいど



(57)

(58)

(59)

(60)

(61)

(62)

(63)

(64)

(65)

(66)

(67)

(68)

(69)

(70)

(71)

国際交流センターにおける外国人支援事業については多岐にわたつているが、ボラン

ティアに頼っている状況である。糸睦続的な人材確保の面からセンターヘの支援を充実

されたい。
.

自由民権資料館について、専門職の研修を通切に行い、育成を図られたい。そして、

公文書の整理などに関わる者についてはアーキビス ト研修など専閣的な知識の取得に

努められたい。

生涯学習センター費について、社会教育主事、社会教育士の研修や資格取得を通じて

専門職の育成を区られたい。

生涯学習センタとの障がい者青年学級について、関係者の意見をよく聞き、事業を継

統されたい。                だ

図書館費について、専閣職の研修を適七刀に行いく育成を図られたい。

図書館の利痛登録については、オンラインなど図書館まで行くことなく完結できない

か検討されたい。

区書館におけるWittFi整備を拡充されたい。

デジタルデバイ ド対策事業においては、紙の広報物の配准等、アナログな手法での周

知を拡充されたい。

さるびあ図書館の再編については、市民、地域の声をよく聞き、計画に反映されるよ

う対応に努められたい。

文学館費について、専F辱職の研修を適切に行い、育成を図られたい。

国際版画美術館事業については、学芸員などの研修を適切に行い、専門職の育成を図

られたいと

版画工房の予約方法については、利用者の声を聞きつつ、引き続き利便性角上のため

にできることがないか検討されたい。

教育委員会の課題でもある部活動改革における外部人材活用や地域移行などの支援も

視野に、地域スポーツクラブの支援や指導者の情報共有などを一層区り、するスポー

ンの受け皿の環境を拡充されたい。         1
ホームタウンチームの観戦者数の増加に射する対策は、観戦者がストレスなく来場(

観戦でき、おもてなしの環境づくりを全庁あげて取り経まれたいっ

町田市立総合体育館については、携帯電話の電波が不通の場所がある。利便性向上の

観ザ点から、通信環境の整備をされたい。

次の意見は、賛成多数をもつて可決したものであると

1 -般会計

(歳 出)   |
総務費

(72)デ ジタル化の推進により、さらに窓口業務の効率化を図り、その効果をこれからの窓

日のあり方につなげられたい。



(73)マイナンバーカ∵ ドの利活用については、町田市が、子ども政策DXな ど先駆的に取

り組んでいる事例などを集約 し、各部署と連携 しながら周矢臓し、
・
さらなる交付と活用

促進に努められたい。

教育費

(74)学校飼育動物については、暫☆医師会からの指導など々 踏まえⅢその動物の飼育に適し
た環境の提供が可能な場合雰外には飼育をしないよう、全校で徹底されたい。

(75)教育支援センタ‐での民間事業者との連携は引き続き検討され々い。また校内教育支

援センタ●等にも活用されたいδ             、        ,
(76)紙芝居の購入など、図書の充実のため、図書資料費の予算の増額に努められたい。

2023年 19月 21日

文教社会常任委員長
____庄 友_柔二 十一

町田市議会議長

戸 塚 正 人 様
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建設常任委員会議案審査報告書

町野l市営住宅条イダllの‐部を改正する条例

隠丁錮市立公園条例の一部を改正する条例

小曲霞蓮 F日 緑:也整備工事請負契約

市道路線の認定について

市道路線の廃上について

令和 5年度 (2023年 度)町田市下般会計補正予算 (第 5号 )

令和 5年度 (2023年 度)町田市鶴)と 1駅南土地区画整理事業会計補

正予算 (第 1号 )

令和 5年度 (2023年 度)町田市下水道事業会計補正予算 (第 1号 )1.第 70号 議案

本委員会は、9月 8日 付託された上記議案審査の結果、「原案を可決すべきもの」と

決定しましたので報告いたします。

1,認定第 1 号 令和 4年度 (2022年 度)町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算

認定について

本委員会は、 9月 8日 付託された上記議案審査の結果、下記の附帯決議を付 し、
「認定すべきものJと 決定しましたので報告いたします。

次の意見は、全員一致をもつて可決したものである。

1 -般 会計

(歳出)

符生費

(1)公共流設における温室効果ガス排出量の削減については、実施に向け取り組まれたいよ

(2)温暖化ガス肖ほ減の効果を上げるために家庭や小規オ莫事業者の取り組みを増やす必要が

ある。太陽光発電、蓄電池など助成金額、助成封象を大幅に拡充されたヤ、

(3)さ らなる再生可能エネルギー導入のために、市内の高校 。大学・工場等中規模導入が

見込める施設への検討を推進されたい。

(4)さ らなる水素エネルギーの利活用を推進するために、普及啓発の取り組みを強化され

たい。

記



(5)水素ステーション設置に向けてさらなる努力をされたい。

(6)ポイ捨て も路上喫煙の事
'「

常1及び地域美化を推進するためて活動回数や新たな啓発活動、

閉鎖型Л契煙所や力口熱式たばこ専用喫煙所など指定喫煙所の受動喫煙対策のさらなる強

化を検討されたい。

(7)生物多様性保全を進めるため、生きもの調査の市民への参加促進の、さらなる周知を

図られたい。

(8)公共用水域の水質改善へ向けて、公共下水道への接続や合併処理浄化槽への切替え啓

発活動をさらに強化されたい。

(9)災害廃乗物仮置場に向けて、関係各所と調整連携をしながら、早期に取り組みを強化

されたい。

(10)生 ごみ削減を推進するため「食品ロス削減推進計画」の策定に取り組み、進められた

(11)資源化施設整備については、まちづくりの教と点となることを地J】戎住民と共有し、推進

されたい。

(12)見学者の多い町田市バイオエネルギーセンター (バイエネ君)については、町田市の

観光資源として位置づけ、関係部署と連携をとられたい。

(13)町 園市バイズエネルギーセンターの不燃ごみピントで火災が発生したため、再発防止

紺策を運営事業者 と実施されたい。

(14)容器包装プラスチック資源化工程の改善をされたことは、大変評価する。資源ごみ処

理施設を設置する前に業務委託等を活用して、ごみの資源化が市全体に広がるように

早期の改善を露られたい。

(15)集積所の適正管理、不法投棄の防止・抑止のため、パ トロール等のソフ ト面の強化と

ともに、市民や警察と協議 しながら、防犯カメラ付 自動販売機の設置等のハエ ド面の

強化にも努められたい。

(16)高齢者数の増加に合わせてふれあい収集のニーズが高まっている。粗大ごみも含める

など、ふれあい収集の細やかな対応と充実を図られたい。

(17)衛生釣な住環境を守るため、今後も定期的な、し尿収集の実施をされたい。

土本費

(18)都内研修については、引き続き、時流に沿った研修をされたい。

(19)水路台帳の完成により、問合せや要望等に迅速に対応できるようにならたことは評価

する。成果品としてのCD/DVDを 有効活用できるように、他部署へも連携・共有

イこ ま ヤ｀
。

(20)野源確保については、引き続き様々なチャンネル を活用 し積極的に取 り組まれたい。

(21)歩行者や 自転車が安全安心に利用できる交通環境のため、自転車空間や 自転車 レーン

の整備の充実を図 られたい。

(22)市民通報アプ リ「まちピカ町田くん」の通報状況が市民にわかるように見直す ととも

に、「まちピカ町躙くん」の周知・啓発活動を強化 されたい。



(23)道路美化活動のため、今後も道路愛護連軍力「みちピカ町田」の活動をさらに進められ

たい。

(24)シェアサイクル事業について、所管課が移行 したが、引き続き市道を活用した新規サ

イクルポー ト設置を強化されたい。

(25)放置 自転車の減少のため、駐輪場を整備する促進に取り組まれたい。

(26)南町鶏地域・多摩境駅の駐輪場需要が多く、慢性的なキャンセル待ち状態が続いてい

るため、駐輪場の早期拡大を露られたい。

(27)小規模駐輸場 「みんちゅうSHAR}LIN」 のさらなる利用促進で、放置自転車の減少と

収益還元金の獲得にらなげられたい。

(28)狭あい道路拡幅事業については、引き続き、市職員の住民に姑する丁寧な説明を行わ

れたい。

(29)街路樹の伐採については地域ゝ沿道住民の声を聞きながら、適正化の範囲で実施され

たい。

(30)エ レベーター・エスカラーターの老朽化が進み、今後、更新時期が集中するため、維

持管理募筆の縮減と平準化を進められたい。

(31)工事の早期発注を行 うことで発注時期の平準化をより強化するとともに、夏場の工事

を分散させるなど、熱中症姑策にも取り組まれたい。

(32)無電柱化工事は、東京都の支援などを活用 しながら事業継続に努められたい。

(33)土地利輝調整課の時間外勤務手当の削減についてはつ:き 続き取り組まれたい。

(34)放置されている生産緑地が多くあるため、生産緑地事業にのっとり管理指導を徹底さ

れたい。

(35)住 民からの街づくリア ドバイ|ザーや景観ア ドバイザとの要請に対して、市は柔軟に認

定 した上で、事業がスムーズに進められるよう取り組まれたい。

(36)景観の取 り組みについては、景観施策について検討を進め、市民の声をよくF耳弓いて、
「町田市景観計画」を策定されたい。    (

(37)地域支え合い交通の補助金の使用用途について、事業主体の要望をI沓まえ、柔軟に対

応 されたい。

(38)地域の支え合いによる移動支援の取り組みに対し、市は積極的に各地域の工夫した内

容を紹介するとともに、交通不便地域におけるニーズに対し、コミュニティバスや小

型乗合交通・支え合い交通等を含め、あらゆる方法を検討され、さらなる増設をされ

たい。

(39)小型乗合交通実証実験については、各地域の運営協議会と連携をして推進されたい。
'

つ 彰ヽ ス て の

望に積極的に紺応できるような仕組みを検討されたい。

(41)小山田桜台 。多摩南部地域病院間運行バスの、さらなる利用者数増力日に向け利用啓発

に取 り組まれたい。

(42)市民バスの施設利用者のニーズを把握 しながら、運行内容を検討するとともに、市民
バスの利用啓発を積極的に行われたい。

(43)コ ミュニティアドス運行事業において、新型コロナの影響により減便 したルエ トについ

、 ノ



て利用者数の増が見込める場合、増便されたい。

(44)と也域や事業者が主体となった移動支援の取り組みに対し、貝オ破的な支援を事業継続 。

事業拡大に努められたい。

(45)3・ 4・ 11号線 (原町田)の帰地取得に当たつては、地権者の状況に寄り添ぃ丁寧に
進められたい。

(46)公震の管理については、できるところから地域の実情に合った管理運営を進められた
い 。

(0)公園の魅力向上を目指し、活用促進のため、キッチンカー出店実証実験を今後も実施

されたい。

(48)イ ンクルーンブ遊具の設置について市民の声を聞きながら整備を進められたい。

(49)公園緑地の樹木の伐採については、地域の声も聞きながら適正化の範囲で実勉された
い 。                                          ´

(50)大イバント時の野津田公園周辺の交通姑策について、これまでの調査結果を潜まえ、

解決に向けて努力されたい。

(51)空家所有者への適切な管理の啓発を進め、空家近隣住人の要望に紺応されるとともに、

空家の発生予防のため、持家に住まわれる所有者への啓発をしつつ、今後の法改正を

注視さオしたヤ,ヽ。

(52)団地活性化のための回地魅力発信の継続に努められたい。

(53)特定緊急輸送道路沿道建築物の所有者へ、耐震化を検討するよう働きかけを一層取り
｀

組まれたい。

1.認定第 2 号 令和 4年度 (2022年度)町田市下水道事業会計決算認定について

本委員会は、 9月 8日 付託された上記議案審査の結果、 「認定すべきものこと

決定しましたので報告いたします。

2023年 19月 21日

建設常任委員長

町田市議会議長

戸 塚 正 人 様


